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図 2.1.3-7 調査モニターのアクティビティ 

 

ⅲ）インタビュー：インタビューの様子を図 2.1.3-5 に示す。会場は、旅館案内処（城崎温泉駅

前）の会議室であった。2 つのブースを設置し、同一時間帯に 2 組のインタビューを実施した。

インタビュー時間は 90 分であった。時間帯は、 初の組が 10:30〜12:00、後の組が 13:00〜14:30

であった。 
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インタビューでの主要調査項目は、調査モニターの行動動線であった。図 2.1.3-6 は、あるモ

ニターについてインタビューで聞き出した立寄地や活動を、事後に整理して記述した結果である。

(a)は、城崎温泉地域の地図上にこのモニターが行った特徴的な活動をその生起順に重ねて示して

いる。(b)は、地図上の各番号の説明である。(c)は、このモニターがデジカメで撮影した記録で

あり、インタビュー時に活動の想起のために利用された。すべてのモニターについて、このよう

な行動動線記録が作成された。 

 

ⅳ）訪問者像：各モニターの活動内容を、「湯」・「宿」・「食」・「街」・「遊」・「買」の 6項目の活動

の有無によって表現した（図 2.1.3-7）。これらの 6項目の意味は以下の通りである： 

• 湯：外湯巡りのアクティビティが高い。 

• 宿：選びにこだわる、宿でゆっくり、内湯を楽しむ。 

• 食：宿の夕食、外食を楽しむ、こだわる。 

• 街：街を散策する、街に関心が高い。 

• 遊：サービス施設を利用する。城崎の外を周遊する。 

• 買：お土産屋を巡る、購入する、食べ歩きをする。 

 

この行列表を用い、数量化Ⅲ類で処理した結果、第 1 軸が「グルメ－街歩き」、第 2 軸が「街・

滞在－周遊・観光」の 2 次元で説明され、以下のような 4 グループの訪問者像に分類されること

がわかった。 

 

図 2.1.3-8 温泉旅行の訪問者像（非蟹シーズン） 

 

以下に、各型の特徴を記す：(図 2.1.3-8) 

【温泉街満喫型】このグループはチェックイン前に早くから城崎入りし、チェックアウト後も

比較的遅くまで温泉街に滞在する傾向にある。食べたり、買ったり、温泉に入ったりするなど、

温泉街をバランスよく満喫する。消費欲や体験欲が旺盛（Sep.01,Nov.02）なので、気に入った物

やサービスが見つかれば、価格度外視で消費しやすい。また温泉街の雰囲気や、宿の雰囲気を重

視し、人のもてなしに対する高い要求傾（Sep.01,02）がある。 

【街散策偏重型】街散策と外湯巡りがアクティビティのほとんどで、宿でのんびりしたり、買

い食いなどを楽しんだりはあまりしない。このタイプは初めて城崎温泉を訪れる者も多く、多く

は城崎温泉街のメンタルマップが構成されていないため、まずは一回りし地形や道を把握しよう

とする。外湯巡りのアクティビティが高い者が多く、多くは無料の外湯チケットに魅力を感じ、
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外湯巡りを始める。スタンプなどに触発され、全ての外湯を制覇することが目的化する傾向にあ

る（Sep.8、Nov.5、Nov.6、Nov.11）。また街観察が好きだったり、地方暮らしにあこがれる首都

圏在住者、いろいろな地方の街を巡るのが好きな旅行者が多く、観光というより“旅”を好む傾

向がある。 

【修学・レジャー型】外湯巡りも活発だが、城崎周辺の自然や名所、レジャー施設への立ち寄

りが多く、レジャーや修学として城崎温泉を旅行する。このタイプは子連れが多く、親として玄

武洞は見せたい（Nov.8）、文学史的な場所をめぐりたい（Sep.6)、新幹線に乗せたい、和風旅館

を味合わせたい（Nov.9）など、訪問地を決める親が、子供をどこに連れていきたいかという観点

で行動が決まることが多い。親心をくすぐる施策が、このタイプへの訴求といえそうである。 

【のんびりマイペース型】外湯巡りが活発ではなく、時間をかけた入浴や（Nov.10）、時間をか

けた夕食を楽しむ（Sep.07,Nov.10）傾向がある。関西在住者が多く、城崎滞在の前後に県内外の

旅行がてらに城崎にやって来るため、城崎の中で目一杯楽しむような行動はせず、宿でゆっくり

食事や飲酒を楽しむなど、自分達のペースで旅行を楽しむ。このグループは、熟年の夫婦が多く、

宿にかける費用が比較的高い。西村屋に泊まりたい（Sep.07,Nov.10）、今回検討した（Sep.07）

など高級旅館傾向がある。 

 

ⅴ）温泉旅行の訪問者像（通年）：平成 20 年度に実施した蟹シーズンの来訪者行動調査において

も、調査モニターのアクティビティを収集していた。そこで、蟹シーズンのデータと、今回の調

査のデータを統合し、数量化Ⅲ類で処理した結果、通年での城崎温泉来訪者の訪問者像を得るこ

とができた（図 2.1.3-9）。 

 
図 2.1.3-9 城崎温泉旅行の訪問者像（通年） 

 

以下に、各型の特徴を記す： 

【ショッピング偏重型】蟹シーズンに見られ、外湯に使う時間よりも相対的にショッピングの

方に時間を費やす。温泉街でお土産を物色することが主目的の旅行者もいるかもしれないが、天

候が悪く店巡りが中心になってしまった（WI.06）、外湯が混雑していたので、並んでまで外湯に

入りたくない（WI.09）、子供がいるので外湯に入りづらい（AU.09）といった消極的な理由が目立

った。このグループは、お土産を沢山購入するわけではないが、みるべき特産・名物が少ない、

お土産店の数や品物が少ない場合、その温泉地に不満を持ったり、時間を持て余す可能性がある。 

【外湯巡り偏重型】両シーズンに見られ、ショッピングや食べ歩きよりも外湯に入ることに時

間を費やすタイプ。中にはほぼ温泉のみが目的という旅行者（WI.01,10）もいる。このタイプは、
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無料の外湯チケットに魅力を感じ外湯巡りを開始、その後スタンプなどに触発され、全ての外湯

を制覇することが目的化する傾向もある（AU.05,WI.08,Sep.09,Nov.6）。またこのタイプにはどち

らかというと宿は低価格でハード嗜好の者が多く、公共の宿など低価格の宿を選択する傾向があ

る（AU.05,WI.10,Sep.04,Nov.06）。 

【温泉街満喫型】両シーズンに見られ、食べたり、買ったり、温泉に入ったりするなど、温泉

旅行をバランスよく満喫する。あくせく動き回るのが楽しい（AU.10,Nov.02,07)者も多い。この

グループは、チェックイン前に早くから城崎入りし、チェックアウト後、遅くに城崎を出るパタ

ーンが多い。特に消費欲や体験欲が旺盛でレジャー感覚、デパート感覚で街を散策する。何か買

いたいという気持ちが強いので、気に入った物やサービスが見つかれば、価格度外視で消費しや

すい。消費に慣れておりサービスや味にうるさく、雰囲気やホスピタリティを重視する傾向があ

る（WI.04,Sep.01,Sep.02）。 

【観光・街散策偏重型】外湯巡りも盛んだが、城崎周辺の自然、文化、歴史に関する興味が高

く、街を観察するというスタイルでくまなく散策する（AU.04,AU.08,Sep0.5,Sep.06）。また、地

方暮らしにあこがれる首都圏在住者（Nov.01）、いろいろな地方の街を巡るのが好きな旅行者

（Nov.11）が多く、観光というより“旅”を好む傾向がある。このタイプは子連れも多く、親と

して玄武洞は見せたい（Nov.8）、文学史的な場所をめぐりたい（Sep.6)、新幹線に乗せたい、和

風旅館を味あわせたい（Nov.9）など、訪問地を決める親が、子供をどこに連れていきたいかとい

う観点で行動が決まることも多い。 

【宿・食事偏重型】蟹シーズンのみに見られ、宿の中にこもり、外湯巡りや街歩きが活動的で

ないタイプ。このグループは関西在住で城崎のリピータも多く、いつでも来られるという旅慣れ

た者が多いため目一杯楽しむような行動が少ない。ただ、食に対するこだわりは高く、冬にシー

ズンを迎える蟹料理を目的としている者も多いが、中には蟹以外の名物料理を食べたがる者もい

る。宿選びは料理の比重が高い傾向にある。また西村屋に宿泊経験がある（AU.07,WI.03)、今回

検討した(AU.11)など、高級旅館が多いのも特徴である。冬のため気温が低く、結果的に外に出な

かったという者もこのタイプに含まれる。 

【マイペースくつろぎ型】非蟹シーズンに見られ、入浴や夕食など時間をかけて楽しむタイプ。

このグループも関西在住者が多く、城崎滞在の前後に県内外の旅行がてらに城崎にやって来るた

め（Sep.07,Nov.10)、城崎では目一杯楽しむというよりは、自分達のペースでゆっくり旅行を楽

しむ。また食事というより、庭の雰囲気や宿の歴史など情緒的な面を重んじる傾向がある

（Sep.07,Nov.03）このグループは、宿にかける費用が比較的高い、西村屋に泊まりたい、今回検

討したなど高級旅館にあこがれる傾向がある（Sep.07,Nov.10）。 

 

ⅵ）蟹シーズン調査との比較：昨年度の蟹シーズンの旅行者と比較して、非蟹シーズンでは全体

的に活動的な傾向が見られる。蟹シーズンの「宿・食事偏重型」は蟹という名物がなくなったこ

とで、宿の雰囲気や街の風情を楽しむ「マイペースくつろぎ型」へ変化した。蟹シーズンの「温

泉偏重型」は数を増し、より外湯巡りに特化した「外湯巡り偏重型」と、より活動的に街や周辺

を散策する「観光・街散策偏重型」へと二分された。蟹シーズンに見られた「ショッピング偏重

型」も非蟹シーズンにはいないことから、気候が違えば外湯巡りや街散策を楽しむ可能性がある

といえる。 

また、本調査では、モニターの半数を首都圏から募集し、関西圏の旅行者と首都圏の旅行者の

行動や嗜好の差異を確認することができた。首都圏の旅行者は関西圏の旅行者に比べ、全体的に

貪欲に街を散策し楽しもうとする傾向が高く、なかなか来られない遠方の地に来たからには目一

杯楽しみたい、というような行動傾向が見られた。また首都圏の旅行者は城崎の文化歴史に興味

の強い者も多く、歴史的な建造物や歌碑について興味深く観察していた。首都圏旅行者にとって

は、食や宿の魅力だけでは遠くまで来るモチベーションになりえず、土地の歴史という場所特有

のコンテンツは遠方から来るに値する魅力になりえることが伺い知れた。 
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ⅶ）城崎温泉訪問者の観光スタイルの定量調査：過去 10 年間に宿泊を伴う城崎温泉旅行を行った

者に対して、どのような楽しみ方をしたのかをウェブアンケートにより調べた。実施概要は以下

の通り： 

・設問数  ：32 問 

・実施期間  ：2009 年 10 月 28 日～11 月 2 日 

・配信対象  ：全国の 10 代～70 代男女  

・配信方法  ：WEB 

・配信時タイトル ：温泉旅行に関するアンケート 

・回収数   ：7579 件 

・有効回答数  ：572 件 

 

設問を、以下に示す。 

基本属性に関する質問 城崎温泉に関する質問 

Q.01 性別 

Q.02 年齢 

Q.03 職業 

Q.04 居住地域 

Q.05 温泉旅行の経験と回数 

Q.06 温泉旅行の好みの度合い 

Q.07 温泉旅行尺度 

Q.08 城崎温泉への訪問と

宿泊経験 

Q.09 城崎温泉の宿泊旅行

について 

Q.10 城崎温泉前後の立ち

寄り地 

Q.11 この旅行での城崎温

泉の位置づけ 

Q.12 同行者と人数 

Q.13 利用した交通手段 

Q.14 旅行のきっかけ 

Q.15 旅行前に調べたこと、

参考にした情報 

Q.16 旅行に行く決め手 

Q.17 城崎温泉の到着時刻

と出発時刻 

Q.18 宿泊した宿 

Q.19 宿の予約方法 

Q.20 宿を選ぶ時に決め手とな

ったもの 

Q.21 城崎温泉で訪問した場所

Q.22 訪問のきっかけ 

Q.23 各基点間のアクティビテ

ィ 

Q.24 夕食をとった場所 

Q.25 外食をした場所 

Q.26 アクティビティと期待度

Q.27 アクティビティと満足度

Q.28 も満足したこと 

Q.29 一人あたりの旅行費 

Q.30 城崎温泉の相場観 

Q.31 普段の旅行との旅行費の

比較 

Q.32 旅行全体の満足度 

 

 

回答結果を、「訪問先タイプ別」「居住圏別」「アクティビティタイプパタン別」の 3つの視点か

ら分析した。 

訪問先タイプ別分析の結果：5 種類のタイプに分かれた。 も代表的な旅行者は M4（外湯とお

土産屋などの温泉街を楽しむ旅行者）、M1（外湯やお土産屋だけでなく、城崎の文化歴史を楽しむ

旅行者）で、両者で全体の 7割を占める。その他にも M2（城崎マリンワールドや、遊技場など娯

楽施設を楽しむ旅行者）や M5（海水浴や、その他の目的地の次いでに立ち寄った旅行者）がおり、

少数派として M3（円山川や玄武洞など豊岡の自然を楽しむ旅行者）がいる。 

居住圏別分析の結果：居住地を首都圏、城崎圏、その他と定義し、分析を行った。 

アクティビティタイプパタン別分析の結果：基点ごとのアクティビティをクラスタ分析し、ア

クティビティパタンを 10 タイプのセグメントに分けた。 

以下に、各タイプの特徴を記す： 

P1 は、全体的にアクティビティが高く、あらゆる時間帯でいろいろなアクティビティを行う旅


